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一 育苗床土ンhの 簡易調整法

背景 と特徴       Ⅲ
 f

近年、水稲の機械移植教身の普及に伴い、好通PHを もつた床土の確保が問題となつてき

ている。水稲の出芽時の好適PHは 低く、床土PIが 高い場合、首の生育は不良となり、低

温に適遇した場合は苗立枯れの発生の要内となつている。

これまで床上PHの 訪整は主にイオウ摯や税こ酪を用いて行なわれてきたが、イオウ率の場

合にはPHの は下までに長期的を要し、研ど彫の場合には土象と充分に混和させる必要があり、

作業,1系上から娘維さをまぬかれない。

そこで床土PHの 毎i易な討整法としてニトロフミン該(以下フミン畝という)を用いて検

討した結果、実用佐が高いことが確認された。

技術 内容

(1)土 験の後親とフミン酸の提合書ど合は目換P正 を 50と した場合す以下のようである3

il
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「

一 一 一 ~ ~ ~ ~ ~ ― ― 一 一 一 ‐

 1         - 一

― ~ ｀ ‐ ~ |
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& C
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(力 調 整法 床 土への混合時比としては作業体系上、施月とと同時に行なうのが良い。

普及上の留意点

(1)フ ミン酸の場合は10%以 下におさえる。

障害が出やすい )。

(2)PHは 水浸でカラス亀極法による。

(多 まに混合させた場合、出芽及び標系への
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( 表 - 1 )

土数のPH
( 戦0 )
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(3)表 は翔′乾土に対する重量%を 示したものであるが、床土あ水分 (おおむね
10毛 20%)

は無視してよい。                        t i!! ―

14)格 砲直前あ売合でも屯能である。 1  ! 十
            :!  |‐

(5)沖 積で 2%混 合あときti箱 当たり10円 前後である(仇畝で 2円 ぐらぃ )。 ■

試 験 成 績 の 概要    …

(1)床 土PH誘 .整法と首の生甫

(供試条件 )

法方理処名区

1

2

3

4

S

6

7

8

株弛

″

播種

″

無肥料

沼巴 准,

PH未 説整

硫酸混合

″ 港水

イオウ韓

PH未 説整

″

土壊と混合 (目 標PHよ 0)

土駿に硫酸を湛水 (務 4と 同重 )

土壊に現合 (旅 4と Sで 当ま )

土駿に提合(50ィ/指)frH 2.05

'  (250才 /4角)

″

″

″

″

ラミン賜声ど%

″  10%

(供試土壊 )氏 植負火山灰土 沖 積土            …

(試験森果 )

草丈、乾物量ではフミン酸2%区 が良く、軌酪提合係_を上まわつたら室素含有率が

フミン畝区で高まる(硫酵提合区と移べて )と フミンユ 10%区 は初狩生育かやや劣

るが、後如には回後した。硫酵混合区に比較してフミン酸区は生育及びPHの 推移か

ら実用性が高いと半け断された。
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表 2 育 の生育状況

→く法札クー自狭、付Jの環目は25日 ク|'十束で皮ヽる。

8 6111. 010 6710 90i 2.g

m a112 81Q 7ゴl mlなI
1 1 . 0 1 1 1 . 1 l Q  8 0 1 Q  9 6 1  2  3

a 6110 910 7211. 011 2 2

1 2 1 1 1 & 6 1 8 7 9 1■ 2 3 1 2 1

9 811271a 6511. 111 2 9

標芝INI互島1毛。lca。
15X125米

(主禁成果の具体的データ)

項 目 草丈(c″)

/ a

3

4

5

6

7

8

& 63

& 2 5

l1 90

0 97

& 28

&30

2.85

& R馬

& 05

& 18

272

4 96

& 22

& 50

3 50

& 42

9 4

2 8 6火

山

灰

土

0 82

Q 86

0 86

は 93

Q 90

n 87

, 85

Q 87

0 93

0 84

0 84

0 85

Q 43

8 48

a 47

Q 49

0 74

0 90

Q 471 0 41

0 44 1 0 40

Q 42 1 0 38

8 4 1 1 0 3 9

0 5 1 1 0 4 0

４

　

８

沖

Ｌ
Ｌ

3

4

5

6

7

8

l Q  4

9 9

1 0 3

1 0 4

1 0 8

9 5

10 7

1 2 0

11. 0

1 1 , 6

l a  5

1& 1

Q 74

8 67

073

Q78

Q77

Q 66

2 . 1

2 . 3

2 . 2

2 1

2 . 2

2 . 1

& 8 9

ユ 40

段 4 5

& 70

' 57

4. 07

&85

&75

& 63

a 50

3 80

ユ 6 0

2 .  3 2

2 9 6

2 9 4

2 74

2. 68

2.74

364

352

324

292

534

346

a 32

& 05

& 55

& 8 6

Q 94

0 96

1. 17

1 00

1 .  6 9

1.65

1, 62

1. 60

1 62

1. 11

530

438

380

392

182

232

374

490

Q 46 1 Q 38

務

1

2

3

4

5

6

7

8

1 5  1 ワ

々

は 12

& 78

& 85

5 06

5 95

& 9 6

& 64

51 32

6 3 1

& 96

& 78

& 19

& S7

5 79

& 65

& 41

6 91

は 14

& 69

5 28

& 36

& 53

& 61

6 30

& 72

& 53

& 15

& 27

& 16

& 29

& 12

& T8

工 16

& 13

4.91

S 26

& 2 0

4, 96

4 .  5 0

&48

4. 95

4. 58

■ 46

4 . 4 8

4.32

4.49

4.47

表 3 床 土 PHの 推移

8 8 4 1 5 8 5

a 1 8 1 & 1 1

4 . 9 3 1 & 2 2

4. 90 1 4. 71

4. 951 4 94

■ 971 496

X終 極復日数

4. 831 4. 90

| & 1 4
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0 各 種のPH説 整法の比較

(供試条件 )

P H末 説 整

碗 骸 混 合

イオウ率

′′

″

目標PH&0に する

%2と 当量のS

%3の 倍量のS

%3の 3倍 量の S

ソミン畝

PH 205

ピー トモス

PH  4 . 0

容積重 122安 /100∝

PHラ ti整章ギ

~PH 14

石ヨウ+銃 酵4抗 酸第 1鉄

S

2 S

3 S

1%r重 量比う

2 %

5 %

0 %

0 %

1%(重 畳比)

区

6

7

8

9

10

フミン磁

〃

′′

′′   1

′′     2

ピートモス

″

′・

″

′′

2 %

5 %

10%

,3%

そ

11

12

13

14

15

18

1 9

2 0

IPII

″

″

′デ

″

説整紳 %(発 重十比 )

2 %

5 %

0 %

0 %

(差 )夕 訊土接は換植の火止i灰土cよ 分を持大容水生の 50%と して室温にてインキユ
‐ムミニトと′た。

て試iま絡,た,         i

PHメモツフアーが大きい臓植負の火山ス土援 (農諏本場 )について実施した森f栄、目

標P上をこ0に訪坐するために必要な量はフミィ酸で73%、 PH訪 廷斉1では 13%程

度であつたがピート■スはPHの 低下効果がうすかつた。

たたし、PH詩 警れは多量混合した易合、電気伝導度 (EC)の 上昇による障者が地ヽ

念される。
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表 4 そ の 1

区 %

1  日 7 日 1 4 日

PH EC PH PH

l d16 Q09 &95 は12

4.53 1.61木 488 508

３

　

　

４

　

　

５

6 0 8

6 1 5

6 1 4

1.46米 & 7 5

& 7 7

& 6 3

& 6 6

& 3 2

& 0 8

6

7

8

9

1 0

& 9 8

& 7 6

& 3 3

4 7 5

4 . 5 4

■96米

1,19米

& 9 3

& 7 0

5 4 3

8 0 0

4 . 8 7

& 7 6

& 6 5

& 3 3

4 9 4

4 8 3

(主要成果の具体的データ)

メは参考 (施施したもの)秘■//c秘

その 2

区 %

1日 7 日   1 4 日

PH PH EC PI

未調整 &85 603 Q10 &54

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

& 5 0

& 7 2

5 6 5

5 7 7

5 4 0

& 9 0

6 0 0

& 8 7

5 7 6

& 4 5

２

　

　

０

１

　

　

１

　

　

一
　

　

一
　

　

一

Ｑ

　

Ｑ

& 9 3

& 7 2

祇7 8

& 8 8

岳5 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

& 7 5

5 7 0

氏5 0

& 1 3

4 . 7 0

& 7 7

& 6 5

& 3 8

4 . 9 2

4 ` 4 8

Q 9 5

■5 5

2 1 5

2 3 5

2 5 3

& 7 8

駄6 4

& 1 8

4 . 5 5

4 . 0 2

PH

(3)フ ミン酸の混合害u合と苗の生育

(供試土壊 )内 植質火山ス、沖積 (都南 )

(供試条件 )土 駿にフミン験を 0、 5、 10、  15、  20%の 書と合で混合、藩種して苗

の生育をみた。 (他は償行による)

(試骸結果 )フ ミン酸の混合により沖積土では腺上のPHが 低かつたために、かなり

PHが 低下している。両土壊とも102以 上ては槙系への影警かみられた。とくに

20%に なると出芽かスムースに行なわれなくなつたぃ

また、無処理係:では立枯れの発生がみられた。            L

以上より、フミン酸の混合害け合は 10%以 下におさえる必要がある。
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(主 要成果の具体的デ
ータ )

(4)土 数の種類とラミ

(供試土残 )

ン酸によるPH低 下曲線

火

鴻J

ナ 山 灰

′′

花儲岩負

″

d 1 2

& 7 8

8 8 5

& 7 0

a o l

6 4 0

6 1 6

Q 0 9

& 6 7

d 7 2

8 6 1

0 8 4

Q 4 2

1 . 6 8

岩泉中島

″ 玉里

西  根

雫  石

平  永

花  巻

石 鳥 谷

腐植%

& 2 5

6 0 9

H 3

″

2.13

5 0 8

& 2 1

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

14

(供試条件)フ ミン酸を0、 1、 2、 o、 10、 20%の 割合で土壊に混合し、水分を

最大容水録の50%と してインキユベートした。

表 5

区  名
床  土  PH

鞍
∽

業 数

桑
高
め

第
挽
くスタート +25

火

山

灰

0%

5%

10%

15%

20%

5 8 8

& 1 0

4 . 7 1

4 . 5 2

4 . 3 2

& 7 2

& 3 9

& 1 2

& 1 3

4 . 9 4

7 5

& 9

7 1

7 8

1.9

24

2.7

28

2 . 8

26

1 . 7

20

苗立村の発生 30～ 50%

良

根の伸びが悪い

″

苗立ちが層い。生育不良の為説査不能

沖

　

　

積

0%

5%

10%

15%

20%

498

4,20

a 9 o

3 5 4

& 6 5

4 . 9 9

4 . 4 9

4 5 2

4 . 3 9

4 2 2

l a 7

9 3

9 9

9 4

8 4

2 . 2

2 . 2

2 3

24

2.5

&5

28

28

28

23

良

′′

根の伸びやや悪い

″  悪 い

″  悪 く、ちられ黄化

本歩

翻̀ 南

1摯

CIj

LiC

LiC

LiC

SCL

SL4

SCL

沖 積l  d 0 0  1  L i C

′′ | &92 1 cL

火山灰l d38 1 0L

″ 1 622 i cL

沖 積| & 6 5  1  L i c

′′ |&82 1 LiC

″ | &73 1 LiC
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(試験結果 ) 表 6

フミン酸
混合害J合

土 象 の   P H

標準掬差
線から
齢

0%

1%

2%

5%

10%

20%

6 0 1

& 6 5

& 4 3

4 . 9 1

4 . 4 9

4 . 1 1

6 4 0

は1 2

5 8 3

& 8 6

4 . 8 5

4 . 5 5

工6 4

& 1 5

4 . 6 2

4 . 2 8

& 9 7

3 6 3

Q 3 7 8 5

0 3 1 3 8

Q 3 7 5 1

0 3 4 0 1

Q 3 0 7 3

0 2 2 8 8

602

&68

&42

491

4 4 9

4 . 1 1

69 1 土  Q22

は9 1 ±  020

は8  1士 Q 1 8

&7 1土 Q14

1 4 種 の土狭からP H と フミ

y=60158-Q87

か得られた。 (図 1)

、十■

/酪 の浪合害け合 との回帰曲線を求めると

12x+Q0413x2_Q0025x3+00001x4

PH&0

― 一 一

撮 低

1 0

ン酸の混合害」合(%)

とPH

↑一一ヽ
　　＼

フ ミ

フ ミ

ン酸の混合害j合区11
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多くの上夢ほ多少のパラツキはあるにせよ、このような回帰になると考えられる(斜線は95

%信 原区向 )。この時PH&0に するためのフミン動の混合割合は3～ 6%の 範囲になる。こ

の曲線より、床上のPH&25～ 70に 対するフミン酸の混合害け合を推定すると表 1の ように

なる。岩手とに 出来する火山灰がやや高い像白となつている。

(主要成果の具体的データ)

表 7 ( 1日 目 )

フ ミ ン酸 の 混 合 害」合 ( % )

1 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

6 1 6

& 7 4

6 4 0

駐7 4

& 5 9

& 9 3

8 3 8

6 1 2

6 1 8

6 2 0

& 9 0

& 6 4

6 1 5

は1 5

& 9 8

こ5 3

6 1 2

6 6 3

& 2 3

& 1 5

& 5 3

& 9 6

& 7 2

& 7 6

4 9 7

5 7 4

& 4 5

& 1 6

4 6 2

ユ2 4

& 8 3

& 7 1

& 7 0

& 7 0

ほ0 8

丘6 8

5 4 0

& 3 3

4 6 5

4 8 6

& 0 3

4 8 7

4 2 8

4 . 6 3

4 9 5

4 . 8 8

& 8 6

& 1 8

4 . 6 5

& 2 8

4 、8 3

4 7 5

4 . 2 6

4 . 5 9

4 , 6 0

4 2 0

& 9 7

4 4 2

4 . 6 5

4 6 8

4 . 7 4

4 8 5

4 . 1 4

4 . 5 9

4 . 5 2

454

&79

451

4.19

&72

a63

&05

a92

ユ99

■55

4.45

ユ97

414

4.63

S 残されたP a l 題点

0

t21 より多くの土寮についての適用とについて

(3, 他のPH訪 整資材についての検討
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